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   A 35-year-old woman was hospitalized at 39 weeks 0 days of gestation because of acute left flank 
pain. Magnetic resonance imaging (MRI) revealed bilateral hydronephrosis with peripelvic 
extravasation of contrast material around the left kidney. The pregnancy ended with a cesarean 
section and after the cesarean section a left  double-J-stent was placed cystoscopically. An excretory 
urogram following the removal of the ureteral stent showed no extravasation or hydronephrosis n
either kidney. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  46: 719-721, 2000) 
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緒 言
自然腎孟外溢流 とは,外 傷や腎疾患 を伴わずに上部
尿路外 に尿が流 出す る疾患であ り,そ の原因 としては
尿管結石が最 も多い.妊 娠時の上部尿路拡張は稀 では
な く生理 的変化 とされているが,妊 娠が原因 と思 われ
る腎孟外溢流の本邦 での文献的報告 は少 ない.今 回わ
れわれは妊娠 に伴 う左 自然腎孟外溢流 の1例 を経験 し




既往歴:特 記事項 な し
現病歴:1999年1月23日,左腰背部痛 にて当院産婦
人科 を受診 し,痙 痛 お よび妊娠 管理 目的 にて緊急入
院.同 日の腹部超音波検査 にて右優位の両側 水腎症 を
認 めたため1月24日当科紹介初診 となった.
入 院 時現 症:妊 娠39週0日,身 長161cm,体 重
64.8kg(非妊 娠時58kg),血圧148/78mmHg,脈
拍78画/分,体温37.1℃.左腰背部痛,左 背部 に叩打
痛 を認 めた.妊 娠中毒症状 は認 めなか った.








目的 にて,妊 婦 であることを考慮 し,腹 部MRIを 施
行 した.T2強 調 画像 水平 断お よび冠状 断にて右優位
の両側水腎症 および左 腎周囲に高輝度 を示す液体成分
を認めた.ま た,腎 孟尿 管に明らかな破裂像 はな く,
尿路 を閉塞 させ る結石や腫瘍 などの存在 も認め られな
かった(Fig,1).以上 より,妊 娠子宮 の圧迫 による両
側水腎症お よび左腎孟外 溢流 と診断 した.
同 日,妊 娠39週で胎児 が十分成熟 しているこ と,痙
痛 が強か った ことな どか ら,経 膣 分娩 は困難 と判断
し,母 体適応にて急速遂娩の選択 とな り,当 院産婦人
科 にて帝王切 開術が施行 された.
分娩後,直 ちに施行 した左逆行性腎孟造影では腎孟
尿管 に明 らかな穿孔,狭 窄は認 め られなか ったが,左
D-Jステ ン トを留置 し,手 術 を終了 した.
6月28日(第3病 日),腹部超音 波検査 にて,両 側
水腎症 は認 め られ なかった.7月5日(第10病 日),
左D-Jス テ ン ト抜去 し,7月6日(第ll病 日)に 施
行 したIVPで は両側水腎症 および尿路外へ の造影剤
の漏 出は認 め られ なかった.7月9日(第14病 日),













孟内圧 の上昇に より,弾 性線維 や筋線維 の乏 しい解剖
学的に最 も構造 が脆弱で障害 を受 けやす い腎杯 円蓋部
に顕微鏡 的破裂 が生 じるため と してい る.さ らに,
Hinmanらは,こ の溢流 した尿 は腎孟周囲 の リンパ
管に吸収 されるが,一 定量以上 は吸収で きず,腎 孟周









て提唱 してお り,現 在 これが一般 的 に認め られてい
る.
自然腎孟外溢流 と同様 に,上 部尿路 に尿の漏 出を認
める疾患 に腎孟 自然破裂 と尿管 自然破裂があるが,自
然 腎孟外溢 流 との臨床 的鑑 別 点につ いて大 田 ら3)は
(1)腎孟外溢流で は腎杯周囲 に造影剤 の溢流が認め ら
れる,(2)腎孟外溢流で は閉塞部位 まで の尿管が描出
されるが,破 裂 の場合 には尿 管は描出 されない,(3)
腎孟外 溢流 の場合には,24～48時間後 には溢流 は消失
す るこ とが多いが,破 裂 の場合 に は不 変であ る,(4)
破裂 の場合 には逆行性 腎孟造 影で再現 性があ る,(5)
破裂の場合 には高熱や白血球増多な ど症状が重篤であ
る,(6)腎孟 外溢流 で は腸腰筋 陰影 の消失 は生 じな
い.(7)腎孟外溢流で は腎孟腎杯 に軽度 の拡張が認め
られるが,破 裂の場合には認め られない.以 上 の7点









































































3)大 田 和 道,高 木 紀 人,西 谷 真 明,ほ か:自 然 腎 孟
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痩 に て 治 癒 し た 腎 孟 自 然 破 裂 の2例.西 日 泌 尿
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